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ひとつの亜種の絶滅をさけるために-.晴乳

塀学会シンポジウム ｢有書鳥獣駆除と問題

点｣

サル炉保健飼育管理施設

松林酒明 (施設長 ･飛) ･後藤俊二 ･

鈴木樹理 ･松林仲子1)

この年度内に起きた串では,チンパンジーの

脱出事件を落とすわけにはいかないであろう｡19

89年10月3日ク,ニホンザル高浜群の定期健康診

断を終えた直後の第二放飼場から,チンパンジー

のアイとアキラが出ているのが発見された｡オラ

ンウータンのドゥドゥもケージから出ていたが,

これは放飼場の廊下に留まっているところを戻さ

れた｡アイは調理室を経て事務室に入っていたの

を麻酔銃で射たれて連れ戻された｡残るアキラ

は,折り悪しく来合わせていた近所の小学生3人

を追って西側通用門から所外に出,中の1人に軽

い外傷を負わせて行ってしまった｡暫窮を始め所

員で捜索が行われたが,結局アキラはその夜を研

究所近くの山林で過ごし,翌日午後,あるお寺の

別院に入り込んだところを麻酔銃で捕狂,連れ戻

1)教務職員

された｡

たまたま松林施設長が海外出張中で,施設長事

務代理の竹中教授を中心に ｢対策本部｣が設置さ

れ.捕技作某の指揮や所外機関との連絡に当たっ

たが,喫まれた小学生を始め近隣の市民には大き

な迷惑と不安を与えた24時間であった｡｢対策本
部｣は引続き ｢対策会読｣として存続し,原因究
明と再発防止に努める一方.堺筋室を中心に被害

者の通院治於の介助を続けた｡

調査の結果,放初のスライドドアの南京錠が何

らかの外力によって閃いてしまい,あとの3ヶ所

の錠はチンパンジー (恐らくアイ)が近くにあっ

た鍵を使って開けたものと推測され.二度とこう

いうことが起きないよう,計11項目にのぼる改善

策が実行に移された｡サル施設は研究所のサル類

を安全に飼育する文務を負っているわけで,事態

が予測困難なものであったとはいえ,錘の管理法

に不適切な点があったことは事実であり,強く反

省しなければならない｡今回の件で傷を負った小

学生はじめ,研究所近辺の市民の方々には多大の

ご迷惑をおかけしたことを先ず深くお詫びしたい｡

そして再びこのような串が起きないよう,動物飼

育を担当する部署として決意を新たにしなければ

ならない｡

逃亡当日と翌日は,近在の動物園からの応援を

含め,殆どの所員に総出でアキラの捜索.捕獲に

協力して頂いた｡郡後処理については,所長,対

策会議および堺筋宝のご尽力のおかげで,苧罪を

必要とするいくつか9再発防止策をも実施でき,

また被害者との和解も成立して一応の決着をみる

に至った｡心からの感謝の意を表したい｡

今回のチソ7'事件では特に以下のような教訓を

得た｡記して参考としたい｡1).南京錠の性能を

過信してほならない｡構造的に意外な弱点を有し

ている｡2).チソプの知能,腕力,粘り強さ,い

たずらっ気を過小評価してはいけない｡ありとあ

らゆることを何度でもやる性質がある｡3).マ

スコミを侮ってはいけない｡取材に関する彼らの

熱意,スピード,押しの弧さは予想を越えるもの

があり,対応を誤ると混乱に陥る恐れがある｡取

材には広報委員会に対応してもらうなど,窓口を

整理する必要がある｡4).研究機関といえど,普

段から近隣住民との融和を図って,良い関係を保

つよう努力する必要がある｡万一の時に協力して

もらえるか否かの差は大きい｡以上
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施設の所外活動としては,松林施設長が10月に

モーリシャスでカニクイザルの描獲調査を行った｡

また後藤助手がチベットモンキーの予備調査のた

め3-4月に中国へ出張した｡人事では,事務補

佐員浜上希が2月に退職し,後任に梅田意子が採

用された｡また任期満了に伴う施設長選挙が2月

に行われ,心理部門の小嶋祥三教授が次期施設長

に選出された｡任期は1992年3月までである｡

研究概要

1)サル校の繁殖に関する研究

松林清明

ニホンザルの精液性状 (精液畳.精子数,精子

運動性など)の,年齢および季節による変化を調

べ,成続を公表した｡

2)実験動物としてのサル炉の評価
松林清明

モーリシャス島に約450年前に導入されて繁殖

しているカニクイザルの純化度をみるため,現地

での描捜調査を行い,血液学的ならびに微生物学

的検査を実施した｡

3)サル類の寄生虫に関する研究

後藤俊二

野生ニホンザルを対象に,消化管内寄生虫相の

地域差等について調べている｡また,飼育下個体

の寄生虫疾患の臨床病理学的検索を行っている｡

4)サル根の花粉アレルギーに関する研究

後藤俊二

ニホンザルのスギ花粉症について,自然発症個

体におけるスギ特異的IgE抗体価の季節変動や加

齢変化を.又アンケートおよび捕獲調査を含めい

くつかの群れを対象に疫学調査を行った｡

5)サル煩成長の生理学的及び形態学的研究

鈴木樹理

各種サル煩の成長を,血中各種ホルモン酵素な

どの定立並びに生体計測によって解析した｡また

これらの日内変動を明らかにするために,ベスト

着用カニュレーション法による24時間連続採血を

行った｡

6)サル煩のストレス定量のための基礎的研究

鈴木樹理

日常的にサル煩に負荷されている様々なストレ

スを定畳するための基礎的研究として,同種2個

体の出会いの場面を設定し,この際に負荷された

ストレスを,血中および尿中のカテコールアミ

ン,各種ホルモンの定量によって推定する試みを

行った｡
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1989年度 (平成元年度)サル校動態表

区 分種 名 増 加 死 亡寄附 也産 実 外 呼吸 潤化 鰭潔 浴尿 その 不明

験 傷 ●器系 器罪 帯系 慕系 他.の

殺 死 戻忠 戻患 戻忠 戻忠 戻忠

コ モ ン ツ バ イオ オ ガ ラ ゴワタボウシクマ リンヨ ザ ルリ ス ボ ンニ ホ ン ザ ル 22 210164 4166 31 11 5 11 1 3111 2112

ア カ ゲ ザ ルタ イ ワ ン ザ ルカ ニ ク イ ザ ル 522ll 46217 231 1 41 4

ボ ン ネ ッ トザ ルマ ン ト ヒ ヒオ ラ ン ウ ー タ ン 22 2 1 11

小 計 22 146 137 10 3 ll 2 1 8 10

注)増加総頭数-減少総頭数-差引減少頭数

168-182--14(減少)

1989年度 (平成元年度)末飼育頭数

種 名 頭 数 種 名 頭 数

コ モ ン .ツ パ イ 9 ニ ホ ン ザ .′レ 412
ワ オ キ ツ ネ ザ ル 5 ア カ ゲ ザ ル 246
オ オ ガ ラ ゴ 4 タ イ ワ ン ザ ル 13
コ モ ン マ - モ セ ッ ト 4 ブ タ オ ザ ル 4
ワ タ ボ ウ シ ク マ リ ン 14 ベ ニ ガ オ ザ ル 4
ヨ ザ ル 9 ボ ン ネ ッ ト ザ ル 13
リ ス ザ ル 3 カ ニ ク イ ザ ル 58
フ サ オ マ キ ザ ル 9 ア ッ サ ム ザ ル 2
チ エ ウ ベ イ ク モ ザ ル 1 セ レ ベ ス マ カ ク 2
ケ ナ ガ ク モ ザ ル 1 マ ン ト ヒ ヒ 9
､ ド リ ザ ル 6 シ ロ テ テ ナ ガ ザ ル 2
パ タ ス ザ ル 2 ア ジ ル テ ナ ガ ザ ル 2
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